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本書籍をお読みいただいた方々からの
応援の声



CA 様と別途打ち合わせがあった最後に「本を書きましたので良かっ
たら」と頂きました本が、本書「人手不足・倒産時代を生き抜く秘密の

経営戦略」でした。
職業柄、人手不足系に関する本は複数読んでいましたので最初は斜め読みを
行なっていました。（平木社長、すみません。。）
しかし、読み進めていくうちに知らなかった人事施策や、著者企業である
JCA 様の人事施策の実例を知ることができ「中小企業で人的資本経営を実現
されている先進事例本」という認識の変化が起き、気づけば付箋だらけで読了
していました。
参考になる事例盛り沢山でしたが（あまり書くとネタバレになるので。。）、特
に食事補助の仕組みを上手く使った企業・従業員双方に取って有り難い仕組
みを Taberii というサービスで実現できることに非常にワクワク感を抱きま
した。
賃上げや様々な施策にて人材定着、人材採用の手段を模索している企業が九
州、福岡でも数多くあるなかで、単純に Taberii が一つの有益な人事施策に値
すると感じました。
読了後、興味が湧き Taberii ユーザーとしての登録を実施。
本夏から早速当社でも活用させていただきます。
Taberii サービスにご興味がある方、人手不足・人材採用難の時代において
様々な取り組みについてお知りになりたい方にとって非常に参考になる本だ
と感じます。

J
応 援 者 の 声

株式会社BottoK / 代表取締役 坂田 嵩佳 様
https://bottok.net/
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応 援 者 の 声

ばれる企業、となるために人的資本経営が当たり前になる時代が到来
しつつあります。

Taberii のコンセプトは、従業員とその地域の幸福、そして企業の持続的成長
を実現することを目指すものであり、これまでにない、革新的なサービス。
まさに、これは人的資本経営の黒船であり、新たな時代を開く 1 ページとなる
ことでしょう。
福岡の街と食を愛するシステム開発会社の平木 誠社長の渾身の一冊。

（と勝手に思っている）
実は⁈熱いお人柄と、さり気ない気配り、そのスピードと手腕はコッソリ学ば
せてもらってます。
人的資本経営って最近聞くけど、どこから、何から始めてよいかわからない、
やっているけど効果が薄いような気がする、、、
という経営層の方にオススメの一冊です。
※「人的資本経営」とは、人材を「資本」として捉え、その価値を最大限に引き出
すことで中長期的な企業価値向上を目指す経営の手法です。
～経済産業省 HP より～

選

有限会社 Amajin / 代表取締役 天神 のばら 様
https://amajin.co.jp/

https://venture.jp/news/2024/06/12/9214/

002



応 援 者 の 声

今東西、人の心は変わらず。第 7 回「解決市場」にご出展いただいた JCA 様の出展商品
「Taberii」について理解を深めようと、JCA 様の公式サイト　https://taberii.jp/clients/　
から、平木社長執筆の「人手不足・倒産時代を生き抜く秘密の経営戦略」を送付していただ

き拝読しました。
拝読して分かったのですが、「解決市場」の出展企業は、タクシー広告でおなじみの上場企業から、今
からブレイクするであろう前衛的な企業の東京からの参戦、そして九州・福岡での訪問対面でなけ
れば解決できない課題を担う福岡の企業で構成されていますが、JCA 様の「Taberii」は、デジタル
ツールとして東京の半歩先を行く斬新と、福岡の企業でなければの部分、両方を備えたサービスで
した。

「Taberii」については、公式サイトを見ていただければ、直観的に理解できますが経産省が提唱す
る、人材を「資本」として捉え、その価値を最大限に引き出すことで、中長期的な企業価値向上につな
げる「人的資本経営」を、節税効果も得ながらノーリスク、低コストで、企業規模に関わらず今すぐ着
手できるサービスとなっています。

「Taberii」が開発された要因として、経営者なら誰でも知っているが成し難い「緊急性は低いが最も
重要なこと」、経営者にとって最も大きな「企業が抱えるヒトの課題」について、本書にて心が動いた
キーワードは以下の通りでした。

「5,000 円昇給したところで気持ちは伝わらない」「給料はいくら上げても慣れてしまう」「上がった
お金は使い切ってしまう」それならばともっと上げても待ってましたとばかりに「社会保険の等級
UP で社員の手元には残らない」それなのに「新入社員の多くが奨学金の返済に苦しんでいる」20 年
経営して来た一経営者として、頭が痛く、心も痛い問題が提起され、その処方箋として「Taberii」が
開発された経緯に心が動きました。
きっと、どこの国でも同じだと思いますが、人が参考にするのはその国の先人が戦乱の時代に生き
残るために上下が心を一つにした物語です。大軍に囲まれても落ちない城は、城兵のロイヤリティ
と士気が高く、身分や男女を問わず城中全員が心をひとつにした城ですが、その結束は禄や褒美で
は得ることはできず、分け与えてやれるものは少なくても、城主が領民と家来を思う心と、その心か
らなる日々の配慮から時間をかけて醸成された忠義な家臣団がいる国で、そんな国が小さくとも周
りから愛され、領民と他の国衆の応援で国難を退けた話で、それは古典に記され今では映画となっ
てリーダーのあるべき姿として描かれています。

「人手不足・倒産時代を生き抜く秘密の経営戦略」には、この「Taberii」が、アフターコロナの企業の
生存戦略にて、いくら給料を上げても解決できない問題を解決する「人的資本経営」への無理のない
シフトチェンジを行って得られるベネフィットとメカニズムついて、わかりやすく説明されていま
す。ぜひ手に取って欲しい一冊です。

古

株式会社セブンマーケット / 代表取締役 内田 幸雄 様
https://kaiketsu.market/
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福岡社会保険労務士法人 代表社員
株式会社 Labor aid 代表取締役 村里 男樹 様

https://fukuoka-sr.com/
https://labor-aid.com/

り合いの平木さんが著者の本。
賛同できるところが凄く多い。

社会保険労務士という職業上、人手不足や経営手法の在り方について多くの相談を受
ける。
近年「評価」に関する相談がとても増えている。これまでの「社長が絶対」というワンマ
ン企業では人が続かなくなってくる。本の中に「選ばれる会社を目指さなければ事業継
続はできない」と記載があるが、まさにその通り。

「辞める人はしょうがない」
これは本当に自責を説いた後での発言なら良いが、そうでなければただの現実逃避。
採用してもすぐに辞める。現場への負担が増える。離職者が増える。人が減り、サービス
のクオリティも落ちて、お客様も離れていく。最悪の負のループ。

だから近年「人的資本経営」の重要性が言われるんだろう。すごい早さで人口が減って
いる。その中で会社は増えている。貴重な人材は競争になる。

だからこそ選ばれる会社になる必要がある。評価制度や昇給だけでなく、福利厚生とい
う視点で導入する「Taberii」は面白そうだなと思った。

うちも来期の事業計画を整理した後は入れる予定です。興味がある方は是非読まれて
ください。端的に書かれているので読みやすいです。

平木さん、貴重な気づきをありがとうございました。

知
応 援 者 の 声 004
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友、JCA 平木誠社長が「人手不足、倒産時代を生き抜く秘密の経営戦略」を上梓さ
れました。博多２１の会に入会されてからのご縁で、長くはないですが、私、彼に

非常に興味を持ちまして、お付き合いいただいております。
この度、何の前触れもなく、上梓を聞き付けまして、失礼ながら、プレゼントしていただ
きました。本日は京都駅に向かう新幹線の中、御礼状を書いておりましたが、筆が止まり
ませんでした。
内容は是非、お手に取って、お確かめください。
一エンジニアだった彼が、先代の急死により未経験のまま経営者の立場になり、もがきな
がら考え、行動してきた、その一端だと思います。
彼の考えはもっともっと広く、これから実際に行動して、皆さまにとっても有益と、判断
する度に、新たな本を上梓していくものと思います。私の考えは、直接彼に

前略
　早速拝読させて頂きました。
先づ、「人手不足・倒産時代を生き抜く秘密の経営戦略」より。
私も経営者の端くれですが、私なんかより徹底的にお金の意味を考え抜いているのだと感
じました。オーナー、創業者ではないからこそ、お預かりした社員、利益を最大限に活か
そうとする姿勢に感服致しました。我々医療業界も御多分に洩れず、人材派遣との不毛な
戦いが続いております。医師も総額ばかり気にしており、税引後、月いくら残るのかも考
えておりません。今回の御著書には、我々経営者が根拠を持って示せるヒントが満載され
ておりました。
　「食べりぃ」のプランについても弊社でも取り組まなければならない一つと考えておりま
す。一度プレゼンお聞かせ下さい。
　
もう一つ「経営計画書」こちらも驚きました。～略～
いささか、長文になってしまいました。現在、新幹線内で書いており、乱筆お許し下さいませ。
　今後の貴社および貴兄の益々の御活躍を祈念し、筆を置きます。

盟

勢成会 井口野間病院 周友会 徳山病院 理事長 高山 成吉 様
https://inokuchinoma.com/
https://tokuyama-hp.jp/

応 援 者 の 声



文にも記載がある通り、福岡都市圏においては業界・分野を問わず慢性的な人
手不足・働き手不足を感じています。また、転職すれば現在の職場環境より良

くなると風潮するような人材派遣事業者による積極的な営業活動の展開も、人員の
定着化を阻害する要因の一つになり得ているかもしれないと、著者の考えにも大き
く同調するところです。
　本文は全体を通して忌憚のない言い回し・表現が重ねられ、余分な部分を削り、
必要なことだけをしっかりと伝えようと意思が十分に感じられました。これは、著
者の誠実で実直な性格がそのまま文面に表れているようでした。また、 「食を通した
地域活性化」 「三方良しの精神」など、接する地域や人・会社に対して、これからの
社会全体に対してより良くするための主体者であろうとする意図も、著者の普段か
らの考え方そのものだと実感するものでした。
　福利厚生と社員定着化。この関連性を重視した取組みが、今後多くの地場中小・
零細企業にとって必要になっていくことでしょうし、社会保険などの社員・企業双
方に発生する負担を示しながら、安易な賃上げよりも福利厚生の導入に理があるこ
との説明は納得性の高いものでした。JCA という企業の社員さんの多くがプロパー
というのも、これまで社員さんのニーズを汲み取ってきた実践企業としての証左で
あり、「Taberii」というスキーム開発も、JCA の社員さん向けの福利厚生としてより
効果的なものを追い求めてきた延長線上にあるのだろうと思いました。ぜひ、普及
してほしいですね。
　普及を応援したいのは、三方良しの効果もさることながら、子どもたちの将来を
応援する取組みへの支援計画まで打ち立てられているためです。社会の継続性の肝
要をきちんと意識され、生じる利益の一部を社会課題へ充てていこうとする姿勢は、
これからの企業活動・事業活動において最も求められる姿勢だと思います。そのよ
うな社会へのリーダーシップを図ろうとする企業こそ、規模の大小を問わず働く人
にとっての矜持をもたらせてくれ、結果的に志のある社員が集まるのではないかと
思います。
　最後に、本プロジェクトによる支援先についてです。支援先として、認定 NPO 法
人をいくつか挙げていらっしゃいました。どの団体も、子どもたちの将来のために
立派な活動をされています。私が長年一緒に活動している団体があります。 「NPO 法
人 福岡子どもホスピスプロジェクト」と言いまして、もう間もなく認定 NPO 法人
になろうかというタイミングです。小児がんをはじめとした小児慢性特定疾病や難
病指定のお子さん・家族が当たり前の経験・体験を実現できる施設開設に向けて取

本
応 援 者 の 声 006-1



福岡市議会議員
NPO法人 次世代のチカラ FUKUOKA 代表 新村 優 様

http://www.niimuramasaru.com/
http://jisedainochikara.jp/

応 援 者 の 声 006-2

り組む団体です。ぜひ、支援先として検討いただけたら嬉しいですし、また、認定 
NPO でなくとも活動と信頼関係がしっかり担保されれば任意団体への支援も検討さ
れてはいかがでしょうか。 「九州大学病院小児医療センター親の会 すまいる」という
団体があり、ここも私が連携する団体のひとつです。小児がんで入院・闘病した経験
をもつ子どものお母さんたちが、現在闘病するお子さんとその家族を支援する団体で
す。年月が経てば、支援された側が支援する側に回ります。支援をする皆さんには、
既に小児がんと闘ってきたお子さんが他界した方もいらっしゃいますし、後遺症や合
併症に苦しみながらもお子さんが晴れて成人を迎えたという方もいらっしゃいます。
　また、社会福祉法人が運営する児童福祉施設に「若久緑園」という施設があります。
ここは、他の児童養護施設と同様に、一時保護などを受けて親と一緒に暮らすことが
できない子どもたち（5 歳～ 17 歳）が 40 人ほど生活する施設ですが、特徴的なのは、
入所・措置される児童のすべてが「障がい」の認定を受けているお子さんたちです。
8 割ほどが、親からの過度な虐待・ネグレクト経験者です。贅沢な生活は到底望めな
いものの、18 歳を迎えて卒園するまでは行政からの公的補助を受けながら、職員さ
んの温かい庇護のもとで個性豊かに成長してくれます。但し、卒園して自立しようと
する時期が最も大変になります。一人暮らしを目指したり、新たなグループホームで
自分の部屋を持ったりと一見、夢のある時期に思えますが、当然ながら新たな生活を
スタートするにはお金が必要な場面が数々あります。しかしながら、そのあたりの金
額を支援するメニューは行政にはありません。卒園と同時に、雀の涙程度の「卒園お
祝い金」を施設が捻出しているそうですが、中々生活がままなりません。
　今度お会いした時にでも、詳しくお話しできればと思いますが、 「Taberii」が普及
して成功を遂げる暁には、その支援先を広げていただけることを心から願っておりま
す。



の本は、人材確保や従業員の定着率に悩んでいる企業様におすすめの一冊です
本を読んで感じたことは、著者の平木さんと規模は異なりますが、私も最愛の母が末
期癌と診断され、仕事の方向性を見直す大きな転機となりました。
出だしから他人事ではないシンパシーを感じ、読み進めることができました。
平木さんの場合、カリスマ的な先代社長が末期癌を患ったことがきっかけで、突然社
長に就任されました。従業員やその家族という大きな責任を抱えることになり、想像
を超える覚悟とプレッシャーがあったこととお察しします。
そのような状況の中、企業が生き残るために税務関係や企業の実態を学び、分析・検
討した結果生まれたのが今回の秘策です。
この本は、企業の人材採用における深刻な問題や福利厚生の役割を理解する上で非常
に勉強になりました。
給料アップ以上に様々な面で福利厚生のメリットは多く、知らないことと知っている
ことでは大きな違いがあります。
企業様にはぜひ知って得してほしい情報ですし、私も仕事のバイブルとさせていただ
きます !
今回、食の福利厚生サービスとして誕生した「食べりぃ」は画期的なシステムです！
仕事で疲れて帰って料理を作るのは本当に大変なので、テイクアウトで済ませること
ができ、しかも会社が半分まで負担してくれるなんて最高です♪
毎日外食だと健康面が心配ですが、たまにご褒美として利用するのはバランスが良い
と感じます

「何だそれ？」と気になる方は、
ぜひ一度この本を読んでみてください

こ

企業向け出張整体 Ardi+ / 代表 岩﨑 愛 様
https://karadacare.site/welfare/

応 援 者 の 声 007



趣味特化型デイサービス LEAF AMUSE
施設管理者 西 龍一郎 様

https://leaf-amuse.jimdosite.com/

までいろんな求人に関する情報収集をしてきました。
この本は、求人に関する欲しい情報が全て紹介されていて、表や事例などもあ

るので、とても分かりやすかったです。
会社の存続に何故人手不足が関わるのか？
人手不足を解消する為に、給与を上げるだけでなく、何故福利厚生が必要なのか？
福利厚生は、がむしゃらに社員の喜ぶ事を増やすのではなく、現在日本が置かれてい
る税金の背景や、職員の給与に関する受け止め方の心理状況など、理論的に、かつ効
率的に実施しないと、結果出費だけが増えてしまう可能性があるという事など、分か
りやすく記載されています。
私自身、福利厚生にかけるお金があるなら昇給の方が職員は喜ぶだろうと思っていま
した。
また、求人にかけるお金の方が、福利厚生より人財確保に効果があると考えていまし
た。
その概念が数字でわかりやすく説明されており、とても納得出来ました。
以上を理解した上で、今回株式会社 JCA さんの開発された「Taberii」というシステ
ムが如何に会社の出費を抑え、職員の満足を最大限に引き出し、地域貢献の全てを
Win に出来るすごい仕組みであるかを感じました。
平木社長の日ごろから職員に還元したい。地域に還元したいという気持ちがあったか
らこそ繋がった「三方良し」の仕組みであったと思います。
これから人財確保のために、どのようにお金を使っていくか検討されている方は、是
非一度手に取って頂くことをお勧めします。

今
応 援 者 の 声 008



校時の友人が福岡の IT 企業、JCA 社の社長になり、三年が経ち、本をだした。
本では就職活動から経営者になるまでの過程と、社の財産であるヒトの確保の

重要性とその施策が述べられている。
面白いのは、国の福利厚生に節税効果を見出し、地域とつなげる施策の着眼点である。
同社は、国の食費補助制度の難点が、自社サービスならクリアできると述べている。
一般的に経営戦略では、個社が生き残るためには、定説ではない逆説が必要、と言わ
れている（「ビジネスモデル 2.0 図鑑」から）。
まさに、JCA 社は逆説で挑んでいる。何故同社は逆説を可能と出来たのか。
その秘密は本書に譲りたい。
福岡は、どこに行ってもご飯が美味しい。
ずっと不思議だった。福岡はフランチャイズレストランの数も少ない。
この本を読んで、自分なりに答えが出せた。
福岡は、本州と九州、アジアと日本をつなぐハブ都市だ。店舗には、都市機能を支え
たい強い思いが根底にあるのではないか。JCA は、ここには一期一会ではなく、つな
がりを求め、実現している（詳しくは本書に譲る）。
街を、企業をより元気にするのは、働く人たちの日々の笑顔、活力だ。
逆説（って言っていいのかな？）サービスを通じ、改めてこのことを気づかせてくれ
た本書に感謝申し上げたい。

高
応 援 者 の 声 009

著者の高校時代の同級生
製鉄業界勤務 山本 翔一 様



書籍をお求めの場合は以下よりお問合せください。
実際の書籍をお届けするため少しお時間頂戴しますが、

読後のご感想̆̅いただければ幸い̃す。

https://taberii.jp/clients/#contact

次ページより本編がはじまります。

https://taberii.jp/clients/?utm_source=pdf&utm_medium=Direct&utm_campaign=samplebooks&utm_content=v1#contact


人手不足・倒産時代を生き抜く
秘密の経営戦略

福岡の街と食を愛するシステム開発会社が考える
企業と従業員と地域の幸せのカタチ。

平 木　誠



1

　
͸
͡
Ί
·
͠
ͯ
Ố
平
木
と
ਃ
͠
·
す
Ố
ࢲ
͸
株
式
会
社
̟
̘
̖
と
͍
͏
会
社
の
社
௕
を
຿
Ί
ͯ
͍
る
者

Ͱ
す
Ố
ത
ଟ
۠
ྫྷ
ઘ
ொ
ỏ
͓
ᷱ
ా
͞
Μ
と
福
岡
ࢢ
Ӧ
地
Լ
మ
の
ᷫ
Ԃ
Ӻ
と
の
ͪ
Ỷ
͏
Ͳ
த
ؒ
ล
Γ
の
ത
ଟ

ᷫ
ԂM

-SQUARE

Ϗ
ϧ
ʹ
オ
ϑ
ỹ
ス
を
ߏ
え
る
IT
企
業
Ͱ
す
Ố
ྩ
࿨
5
年
12
月
ʹ
૑
ཱ
35
प
年
を
ܴ

え
·
͠
ͨ
Ố

͜
の
ຊ
͸
ỏ
福
岡
地
域
ݶ
ఆ
Ͱ
食
ࣄ
ʹ
の
Έ
࢖
༻
Ͱ
͖
る
ి
ࢠ
Ϛ
ω
ồTaberii

ớ
食
΂
Γ
ữ
Ờ
を
঺

հ
す
る
΋
の
Ͱ
す
Ố
ຊ
α
ồ
Ϗ
ス
͸
地
域
ʹ
ߩ
ݙ
͠
ͨ
͍
と
考
え
ͯ
͍
る
ỏ
従
業
員
を
Ո
଒
の
Α
͏
ʹ
େ

ࣄ
ʹ
͠
ͯ
͍
る
と
͍
͏
ܦ
Ӧ
者
の
ํ
Ͱ
͠
ͨ
Β
ݕ
౼
ʹ
஋
す
る
α
ồ
Ϗ
ス
Ͱ
す
Ố
͜
の
จ
ষ
を
͓
ಡ
Έ
ʹ

ͳ
ỳ
ͨ
従
業
員
の
ํ
ỏủ
͏
ͪ
の
社
௕
͸
地
域
と
ਓ
を
େ
ࣄ
ʹ
す
る
ࣗ
ຫ
の
社
௕
ͩ
ʂ
Ứ
と
ࢥ
Θ
Ε
ͯ
͍

る
ͳ
Β
͹
ỏ
ͥ
ͻ
͜
の
ຊ
を
社
௕
ʹ
͓
౉
͠
͘
ͩ
͞
͍
Ố
ख
ࢴ
ʹ
͠
Α
͏
͔
と
ࢥ
͍
·
͠
ͨ
が
ỏ
ಡ
Έ
΍

す
͘
す
る
ͨ
Ί
ʹ
ॻ
੶
ʹ
͠
·
͠
ͨ
Ố
͓
໨
௨
͠
͍
ͨ
ͩ
͚
Ε
͹
幸
͍
Ͱ
す
Ố

　
せ
ỳ
͔
͘
த
਎
を
ಡ
Μ
Ͱ
͍
ͨ
ͩ
͍
ͨ
Έ
ͳ
͞
·
が
গ
ͳ
͘
と
΋
ଛ
を
す
る
͜
と
͸
ͳ
͍
Α
͏
ʹ
す
る

ͨ
Ί
ỏ
ຊ
จ
ʹ
ͯ
ỏ
࢓
૊
Έ
を
導
入
す
る
ͩ
͚
Ͱ
ࠓ
Α
Γ
΋
߹
๏
త
ʹ
会
社
ʹ
͓
ۚ
を
࢒
す
͜
と
が
Ͱ
͖

͸
͡
Ί
ʹ



2

る
ํ
๏
を
঺
հ
͞
せ
ͯ
͍
ͨ
ͩ
͍
ͯ
͍
·
す
の
Ͱ
ỏ
Έ
ͳ
͞
·
の
ࣄ
業
の
͓
໾
ʹ
ཱ
ͯ
る
の
Ͱ
͸
ͳ
͍
͔

と
ࢥ
͍
·
す
Ố
Α
Ζ
͠
͘
͓
ئ
͍
͍
ͨ
͠
·
す
Ố

株
式
会
社 

̟
̘
̖

୅
ද
औ
క
໾
社
௕　
平
木　
誠

ྩ
࿨
̒
年
４
月



3

ਓ
が
ݪ
Ҽ
Ͱ
౗
࢈
す
る
࣌
୅
が
΍
ỳ
ͯ
͖
·
͠
ͨ

　
ਓ
ʹ
ؔ
す
る
τ
ラ
ブ
ϧ
͸
΋
͏
͜
Γ
͝
Γ
Ͱ
す
ʂ

　
２
０
２
̏
年
͸
ủ
ਓ
ख
ෆ
଍
Ứ
౗
࢈
が
ա
ڈ
࠷
ߴ
ʹ

　
日
ຊ
の
ਓ
ޱ
͸
ೋ
年
ؒ
Ͱ
福
岡
ࢢ
の
ਓ
ޱ
෼
が
ݮ
ỳ
ͯ
͍
·
す

　
બ
͹
Ε
る
会
社
を
໨
ࢦ
͞
ͳ
͚
Ε
͹
ࣄ
業
ܧ
ଓ
が
Ͱ
͖
ͳ
͘
ͳ
Γ
·
す

78121416

ਓ
ࡐ
の
֬
อ
ʹ
͸
͓
ۚ
が
ֻ
͔
Γ
·
す

　
େ
企
業
͸
ͳ
Γ
;
Γ
ߏ
Θ
ͣ
ਓ
ࡐ
֬
อ
ʹ
͓
ۚ
を
ֻ
͚
ͯ
͍
·
す
ʂ

　
Ұ
ਓ
࠾
༻
す
る
の
ʹ
͓
ۚ
͸
１
０
０
ສ
ԁ
΋
ֻ
͔
Γ
·
す

　
会
社
を
ࣙ
Ί
る
ཧ
༝
͸
΄
΅
͓
ۚ
と
ਓ
ؒ
ؔ
܎

19202327

ਓ
ࡐ
֬
อ
の
ͨ
Ί
ʹ
ࣗ
社
Ͱ
す
͙
ʹ
Ͱ
͖
る
͜
と
͸
ʁ

31 1

͸
͡
Ί
ʹ

chapter 1chapter 2chapter 3



4

ࢲ
ͨ
ͪ
のTaberii

ớ
食
΂
Γ
ữ
Ờ
が
͓
໾
ʹ
ཱ
ͪ
·
す

35

ҙ
֎
と
஌
Β
Ε
ͯ
͍
ͳ
͍
食
ࣄ
ʹ
ؔ
す
る
੫
੍

　
食
ࣄ
ิ
ॿ
を
福
ར
ް
ੜ
අ
ʹ
す
る
ͨ
Ί
の
3
ͭ
の
ཁ
݅

　
社
಺
ҿ
食
අ
ʹ
す
る
ͨ
Ί
の
ཁ
݅

　
੍
౓
͸
͋
ỳ
ͯ
΋
ࣗ
社
ӡ
༻
͸
ࠔ
೉
Ͱ
す

39414446

Taberii

導
入
を
͓
す
す
Ί
Ͱ
͖
る
５
ͭ
の
ཧ
༝

　
څ
༩
を
্
͛
る
と
૝
૾
Ҏ
্
ʹ
ଛ
を
͠
·
す

　
૿
େ
͠
ͯ
͍
͘
࠾
༻
අ
༻
の
Ұ
෦
を
౰
ͯ
ͯ
͘
ͩ
͞
͍

　
従
業
員
ʹ
ت
Μ
Ͱ
΋
Β
͏
͜
と
͸
౤
ࢿ
Ͱ
す

　
福
ར
ް
ੜ
੍
౓
͸
従
業
員
ʹ
ର
す
る
メ
ỽ
η
ồ
ジ
ớ
ͳ
ͥ
食
ࣄ
ͳ
の
͔
ʁ
Ờ

　
地
域
と
の
ڞ
ଘ
ڞ
ӫ
͸
地
৔
企
業
の
੹
຿
Ͱ
す

474851535558

chapter 4chapter 5chapter 6



5

企
業
様
޲
͚
α
ồ
Ϗ
ス
の
۩
ମ
త
ͳ
͝
આ
໌

　
企
業
様
޲
͚
α
ồ
Ϗ
ス
の
࢓
૊
Έ

　
企
業
様
޲
͚
ϓ
ラ
ン
の
঺
հ

　
す
͙
ʹ
導
入
͠
ͳ
͍
と
ଛ
を
͠
ଓ
͚
る
͜
と
ʹ
ͳ
Γ
·
す

　
ظ
ؒ
ݶ
ఆ
Ͱ
食
΂
Γ
ữ
ϓ
ラ
ン
の
අ
༻
͸
͍
ͨ
ͩ
͔
ͳ
͍
͜
と
ʹ
͠
·
͠
ͨ

　
ച
্
の
Ұ
෦
を
د
෇
͠
·
す

　
企
業
様
͔
Β
の
༬
Γ
ۚ
͸
ద
੾
ʹ
؅
ཧ
͠
·
す

　

Taberii

を
ར
༻
Ͱ
͖
る
͓
店
͸
ૉ
੖
Β
͠
͍
͓
店
͹
͔
Γ
Ͱ
す

　
ڝ
߹
す
る
α
ồ
Ϗ
ス
と
の
ҧ
͍
を
આ
໌
͠
·
す

　
ݟ
མ
と
͠
ͯ
͍
·
せ
Μ
͔
ʁ
ӡ
Ӧ
会
社
の
ܦ
Ӧ
݈
શ
౓

　
޿
ࠂ
の
΢
ι
ỏ
ޡ
ղ
を
ੜ
Ή
ද
ݱ
が
͋
;
Ε
ͯ
͍
·
す

6768727577788687899495

１
⽅
څ
༩
͸
Ұ
୴
্
͛
る
と
Լ
͛
Β
Ε
ͳ
͍
͠
ỏ
׳
Ε
ͯ
͠
·
͏

２
⽅
͓
ۚ
ʹ
ؔ
͠
ͯ
ਓ
͸
ෆ
߹
ཧ
ͳ
ੜ
͖
෺
Ͱ
す
ớ
ͦ
の
１
Ờ

̏
⽅
͓
ۚ
ʹ
ؔ
͠
ͯ
ਓ
͸
ෆ
߹
ཧ
ͳ
ੜ
͖
෺
Ͱ
す
ớ
ͦ
の
２
Ờ

616264

chapter 7 column



6

͓
٬
͞
·
が
औ
る
΂
͖
行
ಈ

108

chapter 9͓
Θ
Γ
ʹ

110

ࣄ
業
ʹ
ର
す
る
ࢥ
͍

　
著
者
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
̟
̘
̖
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
ຊ
α
ồ
Ϗ
ス
を
࢝
Ί
ͨ
੾
ỳ
ֻ
͚

9798101105

chapter 8



人がז因̃倒産する時代がや˿̂きました
Chapter 1

7

人がז因̃
倒産する時代が

や‪̂
きました

Chapter 1



8

　
ಥ
વ
Ͱ
す
が
ỏ
͜
Ε
͸
ࢲ
の
࣮
ମ
ݧ
Ͱ
す
Ố

社
௕
ỏ
ޚ
社
͸
͍
͔
が
Ͱ
͠
Ỷ
͏
͔
ʁ

 ˘ 

ਓ
が
࠾
Ε
ͳ
͍
ỏ
Ԡ
ื
が
དྷ
ͳ
͍
Ốủ
ޚ
社
が
第
Ұ
ࢤ
๬
Ứ
ͳ
の
ʹ
಺
ఆ
ࣙ
ୀ
͞
Ε
ਓ
ؒ
ෆ
৴
ͩ
Ố

˘
ủ
社
௕
ỏ
͓
࿩
͠
ͨ
͍
͜
と
が
͋
Γ
·
す
Ứ
͸
ฉ
͖
ͨ
͘
ͳ
͍
Ố
ҭ
ỳ
ͨ
ࠒ
ʹ
ࣙ
Ί
ͯ
͍
͘
Ố

˘ 

͋
る
日
ಥ
વFAX

が
Ố
ୀ
৬
୅
行
業
者
͔
Β
の
͓
஌
Β
せ
ͩ
Ố
΋
͏FAX

ػ
͸
ࣺ
ͯ
·
͠
ͨ
Ố

˘ 

స
৬
者
༻
の
会
社
ޱ
ί
ϛ
α
イ
τ
Ố
す
͙
ʹ
ࣙ
Ί
ͨ
ਓ
͹
͔
Γ
ॻ
͖
ࠐ
Έ
͠
ͯ
͍
る
Ố

 

ྑ
͍
͜
と
Ұ
ͭ
΋
ແ
͔
ỳ
ͨ
の
ʁ

˘ 

˓
˓
φ
Ϗ
͸
ߴ
͍
Ͱ
す
Ố
オ
ϓ
シ
ἀ
ン
ఏ
Ҋ
͹
ỳ
͔
Γ
Ͱ
ỏ
੒
Ռ
͸
อ
ূ
͠
ͯ
͘
Ε
·
せ
Μ
Ố

 

͠
͔
΋
స
৬
͋
͓
ỳ
ͯ
͍
·
せ
Μ
͔
ʁ

人
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
も
う
こ
り
ご
り
で
す
！



人がז因̃倒産する時代がや˿̂きました
Chapter 1

9

˘ 

௞
্
͛
͠
ͨ
が
ỏ
େ
͠
ͯ
ت
͹
Ε
ͯ
͍
ͳ
͍
͔
΋
ʁ

 

อ
ݥ
ྉ
と
੫
ऩ
্
が
ỳ
ͯ
͓
ࠃ
の
໾
ʹ
͸
ཱ
ͪ
·
͠
ͨ
Ố

 
　
社
௕
͸
ͭ
Β
͍
Α
と
ݴ
͍
ͨ
͘
ͳ
る
࣌
΋
͋
Γ
·
す
Ố社
௕
ỏޚ
社
͸
͍
͘
ͭ
౰
ͯ
͸
·
Γ
·
͠
ͨ
͔
ʁ

͜
Μ
ͳ
ܦ
ݧ
΍
೰
Έ
ͳ
Ͳ
ແ
͍
と
͍
͏
͜
と
Ͱ
͠
ͨ
Β
ỏ
͏
Β
΍
·
͠
͍
ݶ
Γ
Ͱ
す
Ố
͍
΍
͍
΍
Զ
͸
͜

Μ
ͳ
ܦ
ݧ
が
͋
る
Α
ʂ
と
͍
͏
͜
と
Ͱ
͠
ͨ
Β
ỏ
͍
ͭ
͔
͓
会
͍
͠
ͨ
ࡍ
ʹ
ۤ
࿑
࿩
を
͓
ฉ
͔
せ
ئ
͍
·

す
Ố

 
　
ಉ
業
の
ํ
と
࿩
す
と
ủ
ਓ
ớ
ٕ
ज़
者
Ờ
͸
͍
·
せ
Μ
͔
ʁ
Ứ
と
Α
͘
ฉ
͔
Ε
·
す
Ố
Ͳ
͜
΋
͔
͠
͜
΋

ਓ
ख
ෆ
଍
Ͱ
す
Ố
ͦ
͠
ͯ
ਓ
ʹ
ؔ
す
る
໰
୊
を
ฉ
͘
͜
と
が
ଟ
͘
ͳ
ỳ
ͯ
͖
·
͠
ͨ
Ố
ス
Ϛ
ϗ
Ͱ
୭
Ͱ
΋

࿑
ج
๏
を
ௐ
΂
Β
Ε
る
࣌
୅
Ͱ
す
͔
Β
ỏ
΍
ͨ
Β
と
ৄ
͠
͍
ਓ
ؒ
が
͍
ͨ
Γ
͠
·
す
Ố
Ϗ
ジ
ω
ス
ܥ
イ
ン

ϑ
ϧ
Τ
ン
α
ồ
͸
͠
͖
Γ
ʹ
ಠ
ཱ
を
ଅ
͠
·
す
͠
ỏ
స
৬
α
ồ
Ϗ
ス
͸
ủ
స
৬
͠
ͳ
͍
と
ଛ
を
す
る
Ứ
͔

の
Α
͏
ͳ
イ
メ
ồ
ジ
を
༩
え
る
ί
Ϛ
ồ
シ
Ỿ
ϧ
を
͋
の
ख
͜
の
ख
Ͱ
が
Μ
が
Μ
ྲྀ
͠
ͯ
͍
·
す
Ố
ࢲ
が
ब

৬
͠
ͨ
20
年
લ
͸
ỏ
入
社
͠
ͨ
会
社
Ͱ
ۈ
Ί
͋
͛
る
の
が
ී
௨
の
ֶ
ੜ
の
ײ
֮
Ͱ
͠
ͨ
Ố
ݱ
ࡏ
͸
ỏ
Ͳ
の

会
社
ʹ
ۈ
Ί
ߩ
ݙ
す
る
͔
͸
ஔ
͍
ͯ
͓
͍
ͯ
ỏ
Ͳ
͜
Ͱ
ಇ
͚
͹
ࣗ
෼
が
਎
ʹ
෇
͚
ͨ
͍
ス
Ω
ϧ
を
਎
ʹ
෇

͚
Β
Ε
る
の
͔
ỏͦ
͠
ͯ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
を
ੵ
Μ
Ͱ
͍
͚
る
の
͔
と
͍
͏
発
૝
が
૿
え
ͯ
͖
·
͠
ͨ
Ố
׬
શ
ʹ
ỏ

社
会
Ͱ
͸
ͳ
͘
ࣗ
෼
ࣗ
਎
ʹ
໨
が
޲
͍
ͯ
͍
·
す
Ố
ͦ
͠
ͯ
ྡ
の
ࣳ
͸
੨
͘
ݟ
え
る
΋
の
Ͱ
す
Ố
͞
·
͟



10

·
ͳ
৘
ใ
ʹ
͞
Β
͞
Ε
ỏ
གྷ
Β
͞
Ε
ỏ
従
業
員
の
৺
が
;
Β
;
Β
Ώ
Β
Ώ
Β
༳
Ε
ͯ
࢓
ࣄ
が
͏
Θ
の
ۭ
ʹ

ͳ
ỳ
ͯ
͍
る
の
ͩ
と
͠
ͨ
Β
ཷ
·
Γ
·
せ
Μ
Α
Ͷ
Ố
ͦ
͠
ͯ
会
社
の
ࢸ
る
と
͜
Ζ
Ͱ
ਓ
ʹ
ؔ
す
る
τ
ラ
ブ

ϧ
が
ੜ
͡
ͯ
ख
を
ଧ
ͭ
͜
と
ʹ
௥
Θ
Ε
る
͜
と
ʹ
ͳ
る
Ố
प
Γ
の
従
業
員
͸
ۤ
࿑
す
る
Ố
͓
٬
様
ʹ
໎
࿭

を
ֻ
͚
ͯ
͠
·
͏
Ố
͜
Μ
ͳ
͜
と
Ͱ
ྑ
͍
Θ
͚
が
͋
Γ
·
せ
Μ
Ố

 
　
ࢲ
͸
ỏ
ઌ
୅
社
௕
の
຤
ظ
が
Μ
が
൑
໌
͠
ỏ
͹
ͨ
͹
ͨ
と
ޙ
ܧ
者
と
͠
ͯ
ࢦ
໊
͞
Ε
ỏ
ͦ
͠
ͯ
ࢮ
ڈ
を

͖
ỳ
͔
͚
ʹ
୅
ද
者
ʹ
ͳ
Γ
·
͠
ͨ
Ố
ͦ
Ε
·
Ͱ
͸
シ
ス
テ
ム
Τ
ン
ジ
χ
Ξ
と
͠
ͯ
࢓
ࣄ
を
͠
ͯ
͍
·
͠

ͨ
͠
ỏ୅
ද
者
ʹ
ͳ
る
と
͸
ࢥ
ỳ
ͯ
΋
͍
ͳ
͔
ỳ
ͨ
ͨ
Ί
ỏܦ
Ӧ
ʹ
ؔ
す
る
஌
ࣝ
΍
ܦ
ݧ
͸
θ
ϩ
Ͱ
͠
ͨ
Ố

ࢲ
を
ؚ
Ί
΄
と
Μ
Ͳ
の
社
員
͸
会
社
Ͱ
͸
ͳ
͘
カ
Ϧ
ス
Ϛ
社
௕
ʹ
ऒ
͔
Ε
ͯ
ब
৬
͠
ỏ
ͭ
͍
ͯ
͖
ͨ
メ
ン

バ
ồ
Ͱ
͠
ͨ
Ố
２
０
２
１
年
ʹ
ઌ
୅
社
௕
が
๢
͘
ͳ
ỳ
ͯ
͔
Β
͸
ỏ
カ
Ϧ
ス
Ϛ
が
͍
ͳ
͘
ͳ
ỳ
ͨ
会
社
の

த
Ͱ
ͦ
Ε
ͳ
Γ
ʹ
ਓ
の
໰
୊
ʹ
௚
໘
͠
ͯ
͖
·
͠
ͨ
Ố
ͦ
の
த
Ͱ
ỏ
社
員
ʹ
બ
͹
Ε
る
会
社
ʹ
ͳ
る
͜
と

が
͍
͔
ʹ
ॏ
ཁ
Ͱ
ỏ
ͦ
͠
ͯ
೉
͠
͍
͔
と
͍
͏
͜
と
を
࣮
ײ
͠
ͯ
͖
·
͠
ͨ
Ố
ͦ
͠
ͯ
ࢲ
͸
従
業
員
͔
Β

ͦ
の
会
社
の
ܦ
Ӧ
者
ʹ
ͳ
ỳ
ͨ
ཱ
৔
と
͠
ͯ
ỏ
従
業
員
͔
Β
ݟ
ͨ
࣌
ʹ
ಇ
͖
ʹ
͘
͍
と
͜
Ζ
΍
ෆ
ຬ
を
ੜ

Μ
Ͱ
͍
る
従
業
員
の
ຊ
Ի
の
෦
෼
が
Α
͘
෼
͔
ỳ
ͯ
͍
ͨ
ͨ
Ί
ỏ
੍
౓
΍
׳
श
を
Ұ
ͭ
ͣ
ͭ
վ
ળ
͠
ͯ
͍

͖
·
͠
ͨ
Ố
ࢲ
͸
ܦ
Ӧ
者
と
͠
ͯ
Կ
͔
の
࣮
੷
を
ੵ
Ή
͜
と
が
Ͱ
͖
ͨ
Θ
͚
Ͱ
΋
ͳ
͘
ỏ
ະ
ͩ
ಓ
൒
͹
ỏ

·
ͩ
·
ͩ
ษ
ڧ
を
͠
ͯ
͍
͔
ͳ
͚
Ε
͹
ͳ
Β
ͳ
͍
਎
Ͱ
͸
͋
Γ
·
す
が
ỏ
͜
の
ຊ
͸
ỏ
͜
Ε
·
Ͱ
の
ࢲ
の

࣮
ײ
΍
考
え
を
੔
ཧ
͠
ͯ
ݴ
༿
ʹ
͠
ͨ
΋
の
Ͱ
す
Ố
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෦
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ͯ
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Ố
স
ỳ
ͯ
͝

ཡ
͍
ͨ
ͩ
͚
·
͠
ͨ
Β
幸
͍
Ͱ
す
が
ỏ
͜
Ε
͔
Β
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る
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༰
͸
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ʹ
ਂ
ࠁ
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༰
Ͱ
す
Ố
ܦ
Ӧ

者
ʹ
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ỳ
ͯ
໨
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Β
͠
ͨ
͘
ͳ
る
Α
͏
ͳ
಺
༰
Ͱ
す
が
ỏ
ࠓ
·
͞
ʹ
֬
࣮
ʹ
ى
͜
ỳ
ͯ
͍
る
ỏ
୭
΋
が

ආ
͚
ͯ
௨
る
͜
と
͸
Ͱ
͖
ͳ
͍
ݱ
࣮
の
໰
୊
Ͱ
す
Ố
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౦
ژ
঎
޻
Ϧ
α
ồ
チ
が
２
０
２
４
年
１
月
ʹ
発
ද
͠
ͨ
デ
ồ
タ
ʹ
Α
Ε
͹
ỏủ
ਓ
ख
ෆ
଍
Ứ
ؔ
࿈
の
౗

࢈
݅
਺
͸
２
０
２
̏
年
が
ա
ڈ
࠷
ଟ
を
ߋ
৽
͠
·
͠
ͨ
Ố

１

ờ
౦
ژ
঎
޻
Ϧ
α
ồ
チ
の
HP
͔
Β
Ҿ
༻
Ở 

２
０
２
̏
年
の
ủ
ਓ
ख
ෆ
଍
Ứ
ؔ
࿈
౗
࢈
͸
ỏ

１
５
̔
݅
ớ
લ
年
ൺ 
１
５
４・̔
ˋ
૿
Ờ
Ͱ
ỏ
2
年
࿈
ଓ
Ͱ
લ
年
を
্
ճ
ỳ
ͨ
Ố
લ
年
の
62
݅

͔
Β
２・５
ഒ
૿
と
େ
෯
ʹ
૿
え
ỏ
͜
Ε
·
Ͱ
࠷
ଟ
の
２
０
１
̕
年
の
１
５
̒
݅
を
௒
え
ͯ
࠷

ଟ
を
ߋ
৽
͠
ͨ
Ố

 

Ξ
ϑ
タ
ồ
ί
ϩ
φ
ʹ
޲
͚
ܦ
ࡁ
׆
ಈ
の
ຊ
֨
Խ
す
る
と
ಉ
࣌
ʹ
ỏਓ
ख
ෆ
଍
が
ද
໘
Խ
͠
ͨ
Ố 

ủ
ਓ
ख
ෆ
଍
Ứ
ؔ
࿈
౗
࢈
の
಺
༁
͸
ỏủ
ਓ
݅
අ
ߴ
ಅ
Ứ
が 

59
݅
ớ
લ
年
ൺ 

̓
４
２・̔
ˋ
૿
Ờ

と
 ࠷

΋
ଟ
͘
ỏ
࣍
͍
Ͱ
ỏủ
ٻ
ਓ
೉
Ứ
の 
58
݅
ớ
ಉ
１
１
４・̔
ˋ
૿
Ờỏủ
従
業
員
ୀ
৬
Ứ
が 

41
݅ ớ
ಉ
４
・̒４
ˋ
૿
Ờ
と
ଓ
͘
Ố

 ủ
ਓ
݅
අ
ߴ
ಅ
Ứ
͸
લ
年
の
・̔４
ഒ
ỏủ
ٻ
ਓ
೉
Ứ
͸
ಉ
２・１
ഒ
ʹ
ٸ
૿
͠
ͨ
Ố
ਓ
ࡐ
֬
อ

の
ͨ
Ί
の
௞
্
͛
ʹ
と
Ͳ
·
Β
ͣ
ỏ
݈
શ
ͳ
ब
࿑
ؔ
܎
の
ҡ
࣋
ͳ
Ͳ
ʹ
΋
ؔ
Θ
Γ
ỏ
ܦ
Ӧ
্
の

େ
͖
ͳ
՝
୊
ʹ
ු
্
͠
ͯ
͍
る
Ố

２
０
２
３
年
は
「
人
手
不
足
」
倒
産
が
過
去
最
高
に
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ン
Ϗ
χ
΍
ϗ
テ
ϧ
の
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タ
ỽ
ϑ
ʹ
֎
ࠃ
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ํ
を
ݟ
͔
͚
る
͜
と
が
ଟ
͘
ͳ
Γ
·
͠
ͨ
Ố
ҿ
食
店
ʹ
͓

͍
ͯ
΋
ỏ
シ
ϑ
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૊
Ί
ͳ
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る
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店
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ス
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Α
͘
ݟ
͔
͚
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す
Ố
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会
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͋

る
ത
ଟ
۠
ྫྷ
ઘ
ொ
प
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の
ҿ
食
店
の
࣌
څ
͸
ỏ
͓
ன
Ͱ
΋
１
ỏ０
０
０
ԁ
を
௒
え
る
の
が
ׂ
と
౰
ͨ
Γ
લ

Ͱ
す
Ố
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年
લ
Ͱ
͸
考
え
Β
Ε
ͳ
͍
ਫ
४
Ͱ
す
が
ỏ
ͦ
Ε
Ͱ
΋
ਓ
が
集
·
Β
ͳ
͍
の
ͩ
と
ࢥ
Θ
Ε
·
す
Ố

　
Ϗ
ジ
ω
ス
ʹ
͓
͍
ͯ
ỏ
ࢲ
ͨ
ͪ
企
業
͸
͍
͔
ʹ
͓
٬
様
ʹ
બ
͹
Ε
る
͔
と
͍
͏
͜
と
が
࠷
΋
ॏ
ཁ
ͳ
՝

୊
Ͱ
͋
Γ
ỏ
࠷
΋
஫
力
す
΂
͖
と
͜
Ζ
Ͱ
す
が
ỏ
ͦ
Ε
Ҏ
લ
ʹ
従
業
員
ʹ
”
ਅ
ʹ
”
બ
͹
Ε
る
企
業
を
໨

ࢦ
͞
ͳ
͚
Ε
͹
ỏ
ͦ
΋
ͦ
΋
ੜ
͖
࢒
る
͜
と
す
Β
ڐ
͞
Ε
·
せ
Μ
Ố
ࢲ
ͨ
ͪ
͸
ࠔ
೉
ͳ
ࣄ
業
؀
ڥ
ʹ
ஔ
͔

Ε
ͯ
͍
·
す
Ố
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Έ
ͳ
͞
Μ
΋
Α
͘
͝
ଘ
஌
の
と
͓
Γ
ỏ
日
ຊ
の
ਓ
ޱ
͸
ݮ
গ
͠
ͯ
͍
·
す
Ố

૯
຿
ল
౷
ܭ
ہ
の
デ
ồ
タ
ʹ
Α
Ε
͹
ỏ
日
ຊ
の
૯
ਓ
ޱ
͸
２
０
１
１
年
Ҏ
߱
ỏ

11
年
࿈
ଓ
Ͱ
ݮ
গ
͠
ͯ
͓
Γ
ỏ
２
０
２
１
年
͸
64
ສ
4
ઍ
ਓ
が
ݮ
গ
͠
ͯ
͍

·
す
Ố

２
·
ͨ
ỏ
N
H
K
が
２
０
２
̏
年
7
月
ʹ
ใ
ಓ
͠
ͨ
಺
༰
ʹ
Α
Ε
͹
ỏ

２
０
２
̏
年
の
Ұ
年
ؒ
Ͱ
ਓ
ޱ
が
͓
Α
ͦ
80
ສ
ਓ
ݮ
Γ
ỏ
͜
Ε
͸
ա
ڈ
࠷
େ
の

ݮ
গ
Ͱ
͠
ͨ
Ố
14
年
࿈
ଓ
Ͱ
ݮ
গ
͠
ͯ
͓
Γ
ỏ
ࣃ
ࢭ
Ί
が
ֻ
͔
Β
ͳ
͍
ঢ়
گ
が

ଓ
͍
ͯ
͍
る
と
の
ݟ
ղ
Ͱ
す
Ố̏
෼
͔
Γ
΍
す
͘
ݴ
え
͹
ỏ
福
岡
ࢢ
の
ਓ
ޱ
の

൒
෼
ỏ
ࢁ
ས
ݝ
の
ਓ
ޱ˞

１
の
શ
ମ
が
͝
ỳ
ͦ
Γ
͍
ͳ
͘
ͳ
ỳ
ͯ
͍
る
と
͍
͏

ি
ܸ
త
ͳ
ݮ
Γ
ํ
Ͱ
す
Ố 

４

　
૯
຿
ল
ʹ
Α
Ε
͹
ỏ
૯
ਓ
ޱ
と
ੜ
࢈
年
ྸ
ਓ
ޱ
ớ
15
ࡀ
͔
Β
64
ࡀ
·
Ͱ
Ờ
の

ݟ
௨
͠
͸
Ҏ
Լ
の
と
͓
Γ
Ͱ
す
Ố

５
̒
̓

　
૯
ਓ
ޱ
Α
Γ
΋
ੜ
࢈
年
ྸ
ਓ
ޱ
の
ݮ
গ
の
ఔ
౓
の
ํ
が
େ
͖
͍
ݟ
௨
͠
Ͱ

す
Ốͭ
·
Γ
ए
͍
ಇ
͖
ख
͸
Ͳ
Μ
Ͳ
Μ
গ
ͳ
͘
ͳ
ỳ
ͯ
͍
͘
と
͍
͏
͜
と
Ͱ
す
Ố

表 1　2060 年までの総人口と生産年齢人口の見通し

2024 年時点 2030 年見通し 2060 年見通し

総人口 1 億 2,409 万人 1億 1,662 万人 8,674 万人
（2010 年人口の 32.3％減）

生産年齢人口 7,397 万人 6,773 万人 4,418 万人
（2010 年人口の 45.9％減）

※

１
2
0
2
3
年
に
発
表

さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
山
梨
県
の
人
口

が
81
万
人
。
福
岡
市
が

2
0
2
4
年
1
月
に
発

表
し
た
推
計
人
口
は
、

1
5
4
万
5
千
人
。

日
本
の
人
口
は
二
年
間
で
福
岡
市
の
人
口
分
が
減
っ
て
い
ま
す
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業
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ͩ
͚
Ͱ
͸
ͳ
͘
ỏ
ͦ
΋
ͦ
΋
ਓ
ޱ
ݮ
গ
ʹ
൐
ỳ
ͯ
ࠃ
಺
の
ࢢ
৔
ن
໛
が
ॖ
খ
す
る
ͨ
Ί
ỏ
͓
٬
͞

·
の
਺
が
ݮ
ỳ
ͯ
͍
͘
Մ
ೳ
ੑ
΋
ߴ
͍
と
ݴ
え
·
す
Ố
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ࢲ
が
ब
৬
͠
ͨ
２
０
０
５
年
౰
࣌
の
ֶ
ੜ
ͨ
ͪ
͸
ỏ
ब
৬
ණ
Տ
ظ
の
࠷
ޙ
の
ੈ
୅
Ͱ
す
Ố
ब
৬
ණ
Տ
ظ

の
த
Ͱ
ब
৬
͠
ͨ
ੈ
୅
͸
ỏ
௨
শ
ϩ
ス
τ
ジ
ỻ
ω
Ϩ
ồ
シ
ἀ
ン
ੈ
୅
と
ݺ
͹
Ε
ͯ
͍
·
す
Ố
ͦ
の
ޙ
ỏ
࠾

༻
͸
ങ
͍
ख
ࢢ
৔
͔
Β
ച
Γ
ख
ࢢ
৔
΁
と
ม
Θ
ỳ
ͯ
͍
͖
ỏ
ݱ
ࡏ
͸
׬
શ
ʹ
会
社
͸
ਓ
を
બ
Ϳ
ཱ
৔
͔
Β

બ
͹
Ε
る
ཱ
৔
ʹ
ม
Θ
Γ
·
͠
ͨ
Ố
ੜ
࢈
年
ྸ
ਓ
ޱ
の
ٸ
ܹ
ͳ
ݮ
গ
が
ଓ
͘
த
ỏ
企
業
͸
ಇ
͖
ख
の
֬
อ
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༏
ઌ
౓
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ߴ
͍
՝
୊
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す
Ố

　
ٻ
৬
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ͯ
の
ັ
力
の
޲
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࣌
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Ϧ
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࢈
ੑ
޲
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຿
վ
ֵ
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Τ
ン
ή
ồ
ジ
メ
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τ
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্
ỏ˞

２
Ϧ
テ
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シ
ἀ
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Ϛ
ω
ジ
メ
ン
τ
ʹ
Α
Γ
༏
ल
ͳ
ਓ
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཭
৬
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๷
ࢭ
͠
ỏ
௕
͘
ࣗ
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ʹ
ཹ
·
ỳ
ͯ
ೳ
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発
ش
Ͱ
͖
る
؀
ڥ
を
੔
え
ͯ
͍
͘
౳
ỏủ
ਓ
Ứ
΁

の
ઓ
ུ
త
ͳ
౤
ࢿ
が
ඞ
ཁ
Ͱ
す
Ố

　
͜
Ε
͸
ỏ
ࡢ
ࠓ
஫
໨
͞
Ε
ͯ
͍
る
ủ
ਓ
త
ࢿ
ຊ
ܦ
Ӧ
Ứ
の
考
え
ํ
ͦ
の
΋
の
Ͱ
す
Ố
ࠓ
ޙ
͸
ỏ
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社
͸

্
৔
の
༗
ແ
΍
ن
໛
の
େ
খ
ʹ
ؔ
Θ
Β
ͣ
ỏ
ਓ
ʹ
ର
す
る
࢟
੎
を
໌
֬
ʹ
発
৴
͠
ỏ
従
業
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΍
ٻ
৬
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͔

Β
બ
͹
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る
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ඞ
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Ố
す
Ͱ
ʹ
্
৔
企
業
を
ର
৅
と
͠
ͯ
ỏ
２
０
２
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ỏ
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༥
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΍
੓
෎
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Α
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ͯ
ਓ
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ࢿ
ຊ
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ࣔ
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຿
Խ
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Ε
ỏ
7
෼
野
19
߲
໨
ʹ
͓
͚
る
৘
ใ
の
開

※
２

リ
テ
ン
シ
ョ
ン
と
い

う
言
葉
に
は
保
留
、

保
持
、
維
持
等
の
意

味
が
あ
り
、
人
材
確

保
の
た
め
に
実
施
さ

れ
る
取
り
組
み
全
般

を
指
す
言
葉

選
ば
れ
る
会
社
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
事
業
継
続
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
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ࣔ
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Α
͏
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ࠓ
ޙ
͸
ỏ
͓
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ઌ
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ࢿ
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ࣄ
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ࢹ
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Ố
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ࡐ
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࣌
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෩
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·
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૊
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͍
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す
Ố

　
͓
ۚ
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࣌
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ỏ
΍
͸
Γ
ỏ
会
社
が
ม
Խ
͠
ͨ
͜
と
が
す
͙
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࣮
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ࣗ
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ϐ
ồ
υ
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࣋
ỳ
ͯ
औ
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૊
Ί
る
΋
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༏
ઌ
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ํ
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ྑ
͍
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福
ར
ް

ੜ
の
੔
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ủ
社
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؀
ڥ
੔
උ
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ủ
࠾
༻
͠
ͨ
ਓ
ࡐ
ʹ
ର
す
る
早
ظ
ఆ
ண
Խ
Ứ
͔
Β
ݕ
౼
す

る
͜
と
が
๬
·
͠
͍
と
ࢥ
͍
·
す
Ố
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表 2　人材確保のための代表的な取り組み

No. 取り組み 即効性 外部の協力の要否

1 人事評価の適正化
答えはない上に結果が表
れるまでに時間が掛かる

コンサルを入れた上で
制度設計が必要

2 報酬の見直し
答えはない上に結果が表
れるまでに時間が掛かる

コンサルを入れた上で
制度設計が必要

3 福利厚生の整備
従業員がすぐに変化を

実感できる
自社でできるもの、

外部を活用するものいずれも○

4 従業員の心身の健康管理
結果が表れるまでに
時間が掛かる

自社でできるものもあるが、
外部を活用した方が○

5 人材育成・教育
結果が表れるまでに
時間が掛かる

自社でできるものもあるが、
外部を活用した方が○

6 社内環境整備
従業員がすぐに変化を

実感できる
自社でできることが多い

7
従業員エンゲージメントの向
上（横、縦、斜めの関係性構築）

結果が表れるまでに
時間が掛かる

自社でできることが多い

8 ワークライフバランスの確保
結果が表れるまでに
時間が掛かる

自社でできることが多い

9 管理者のレベルアップ
結果が表れるまでに
時間が掛かる

自社でできるものもあるが、
外部を活用した方が○

10
採用した人材に対する

早期定着化
従業員がすぐに変化を

実感できる
自社でできることが多い
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０
２
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౓
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ද
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ٸ
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Ố
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０
２
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Ố
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０
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表 3　春闘第 1回の集計結果（2023 年）

企業の規模 引き上げ金額 アップ率 賃上げの程度
大企業 平均 1万 3,110 円 3.91％ 1993 年以来の高い水準
中小企業 平均 7,864 円 2.94％ 1994 年以来の高い水準

大
企
業
は
な
り
ふ
り
構
わ
ず
人
材
確
保
に
お
金
を
掛
け
て
い
ま
す
！
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表 4　転職入職者が前職を辞めた理由

順位
男性 女性

前職を辞めた理由 割合 前職を辞めた理由 割合

1
職場の人間関係が
好ましくなかった

8.1%
労働時間、休日等の
労働条件が悪かった

10.1%

2
労働時間、休日等の
労働条件が悪かった

8.0%
職場の人間関係が
好ましくなかった

9.6%

3 給料等収入が少なかった 7.7% 給料等収入が少なかった 7.7%

4 会社の将来が不安だった 6.3%
能力・個性・資格を
生かせなかった

4.8%

5
仕事の内容に興味を
持てなかった

5.0% 会社の将来が不安だった 4.5%
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表 5　福利厚生制度 9選

No. 方法 内容 私たち JCAの場合

1

社宅制度 会社が物件を借り、実際に住んでいる役
員や従業員は家賃の一部を負担する

・freee がサービス提供 13 している方法
を顧問社労士法人に相談して制度設計し、
自社で運用
・家賃相当分を給与の額面金額から引き、
税負担と社会保険料負担を軽減しメン
バーの手取り UP。社会保険料の会社負
担の軽減にも効果あり。

2

食事の支給 企業が従業員の昼食代などの一部を負担
する制度。社食・お弁当・お惣菜・ドリ
ンクなどを現物で支給することもあれば、
食事券の提供や食事代の補助などをする
こともある。

・Taberii（食べりぃ）にて導入済み

3

健康診断 役員と従業員の全員を対象として健康診
断を受ける場合は福利厚生費として取り
扱うことが可能

・一年に一度健康診断を受診するように
し、同時にインフルエンザワクチン接種
を会社負担
・40 歳以上の従業員に対し、全員がんリ
スクチェッカーを会社負担にて検査

4

社員旅行 以下の要件を満たせば福利厚生費として
計上が可能
・旅行期間が 4泊 5日以内
・参加人数が全体の 50％以上
・欠席者に現金支給をしない
・少額（一般的に一人 10 万円まで）

私たちは年に三回社員旅行に行く珍しい
会社。全額会社負担

5

勤続表彰 永年勤続について表彰するものであり、
誰でも表彰することができる。副賞につ
いては条件により福利厚生費として計上
が可能

勤続 10 年表彰、以降 5 年毎に表彰。副
賞として以下を贈る。
・バカラ等のクリスタルグラス
・旅行券
・オーダースーツ、シャツ仕立券
・セレクトギフト
・自社サービス利用券

6
慶弔費 出産祝い、結婚祝い、病気見舞い、香典

などを支給した場合は福利厚生費として
計上が可能

就業規則に従って支給

7
選択制確定
拠出年金

社員が給与の一部を確定拠出年金に拠出
し、老後の資産形成を自らの意思に基づ
き、積み立てていくことが可能な制度。
拠出しない選択も可能

導入済み。企業にとってはメンバーの老
後に向けた資産形成を支援しつつ社会保
険料の企業負担分を軽減できるメリット
がある

8

オフピーク通
勤・昼休憩の
シフト

満員電車で通勤することにより、仕事を
する前に疲弊する。9時始業から 9時半
始業に変更しオフピーク通勤を推奨。ま
た、12 時から昼休憩を取っても近隣の
飲食店は満員で入れないため、12 時から
13 時半の間で任意の時間に休憩を取るこ
とを推奨。お金は掛からないが、従業員
は働きやすくなる。

9

カフェテリア
型サービス

従業員に一定額の補助金ポイントを支給
して、従業員はその支給されたポイント
の範囲内で用意された福利厚生メニュー
を選択・利用できる福利厚生の運営形態
のひとつ。 従業員は一律の福利厚生を享
受するのではなく、自分に必要な福利厚
生のメニューを自発的に選択する。
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